
管理ID 開催⽉
上場区分 実施回数 　　  　　回 学⽣の受⼊⽇数 　　  　　日 総受⼊⼈数 　　  　　人

従業員数 対象属性（⽂理） 単位認定
メイン業種 低学年参加 産学連携

他企業などとの連携か︖ 報酬・⽀給 実働時間と賃⾦
実施形式

フィードバック時間 フィードバック頻度

協⼒社員数 　　  　　人

ISタイトル フィードバック⼿法

『第5回学⽣が選ぶインターンシップアワード』 企業応募データ ①
NO.　　　

企業・団体情報 インターンシップ情報

オリエンテーション　事前学習（実施項⽬） フィードバック内容詳細（⾃由記述）

オリエンテーション　事前学習 内容詳細（⾃由記述）

フォローアップ　事後学習（実施項⽬）
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協⼒社員の属性

具体的社員交流
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土木・建築施工管理の仕事体験～建設業界全体を知ろう！～

2021年7月　2021年8月

2 10 15

特に対象とする学部はない

大学1・2年生にも積極的に募集を行った

はい

いいえ

いいえ 交通費の支給あり 1日当たり2,000円までの支給

全て対面で実施

【実務体験】実際の業務を一部実施　【疑似体験】ロールプレイングやシミュレーション形式の仕事体験　【疑似体験】課題に対するグループワーク（企画立案、課題
解決、プレゼンなど）　【疑似体験】課題に対する個人ワーク　【交流】社員の同行等による仕事見学やオフィス・工場・研究所などの職場見学　【交流】社員との座
談会　【その他】職業適性・自己理解などを深めるワーク　【その他】人事や社員による講義・レクチャー　【その他】就職活動に対するアドバイス・レクチャー

当社のインターンシップでは、土木・建築施工管理の現場仕事体験はもちろん、建設業界全体を知ることのできるプログラムを実施しています。

【施工管理実習】
土木・建築どちらか希望の現場にて実施。
実際の現場で測量体験や、差し筋アンカーを打つ体験など実際の業務の一部を体験。また、図面を見て気づきを現場社員へ発表するなどの個人ワークを実施。また工事内容の違う現場を巡回し社員によ
る見学会を行いました。

【ビジネスマナー】
外部講師による講演を実施。学生と社会人の違いについて考えインターンシップへの参加の目的や、これからするべき行動・マナーを学んでいただきます。

【ICT施工について】
情報化施工について学ぶと共に、建設業界の現状・ICT施工をすることでの利点、これからの建設業界について知ってもらいます。
また、ドローンの操縦や、3Dスキャナーを使っての解析などただ座学をするのではなく、学校では使えない最新の機械を触って体験してもらいます。

【測量実習】
測量とは何か？測量器具の種類の説明からそれぞれの機器の使い方まで学び、実際の現場を使用して三脚の据え方や測定を行います。また、ICT関連として最新機器を使用しての測量も行い、宝探し
ゲームのようなことを実施。難しい内容の中にも楽しく参加できるようにしています。

【建設資機材センター見学】
建設資機材をリースしている企業へ訪問し、実際の建設機械や重機を見て触って、運転したりと機材資材についての理解を深めてもらいます。

【生コン工場見学】
建設現場では関わりの深い生コンクリートについて学びます。座学だけではなく、実際に工場内を歩き生コンが出来るまでの工程・発注から出荷までの流れなど工場内部を見学します。

【安全についてのグループワーク】
工事現場において安全を確保するためにどのような工夫をすると良いかについてグループワークを実施します。現場の図が書かれた模造紙に実際に工事看板等のカタログを切り貼りし作成。一般の方へ
の配慮などさまざまな角度から考え発表を行います。

【実習の振り返り】
最終日に振り返りとして就職アドバイザーの方を講師としてお呼びし、今後の就職活動についてのアドバイスや個人面談を行い参加学生ひとり一人に対してレクチャーを行っています。
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社長　部長　課長（マネージャー）　主任（チームリーダー）　若手社員　内定者　その他

【社長】
初日のオリエンテーション時の業界研究では、社長が講師として話をします。大手ゼネコンと地場ゼネコンを経験しているからこその
気づきや違いについて話をしています。また社内での実習時も社長が顔を出し学生と交流を行います。
【部長】
現場見学時は土木・建築の部長が引率を行い、見学中の現場の説明などを行っています。実務の体験中の指導員として学生に対して
フィードバックも行います。
【若手社員】
施工管理実習時に学生と年齢が近い社員が学生の指導員を務めます。現場についての説明だけではなく、実習課題を出したりそれに対
してのフィードバック等を行っています。また就職活動の実体験や企業の見方、見つけ方など話をしています。また移動中の車内で雑
談をするなど近い距離で接しています。

インターンシップのプログラム内容と現場実習時の対応を工夫しています。
実際、施工管理の仕事を体験することである程度の自社業務を理解することはできますが、施工管理の仕事はさまざまな協力業者との
関わりの下、工事を完成に導く仕事です。その関わりを知るために工場見学を実施したり、施工管理の現状・これからについて理解し
てもらうために情報化施工についての実習などを行っています。現場を体験するだけではわからない、施工管理という仕事をさまざま
な角度から理解してもらえるように工夫しています。
また、現場実習時はインターンシップ用に取り繕った部分を見せるのではなく、リアルな仕事の様子を見せるようにしています。現場
での仕事の泥臭さや、夏の暑い時期での仕事の様子。協力業者と話をする様子。また、書類作成に関して実際に提出する書類の量を見
せるなど、施工管理という職のリアルを知ってもらうようにしました。

実習内容は土木・建築系の大学の授業の延長、または応用になるような内容を実施しているためインターンシップの経験が大学の学習
へ直結するように取り組んでいます。特に、測量実習では実際に大学で使用している機械を使用し、学生は数グループに分かれて実践
しています。あえて難しい課題を出すことでチームで目標に向かい取り組めるように実施しました。
また、大学では触ることのできない最新の機器を見て触ってもらうことで、建設業への興味関心と理解を深めてもらえるようにしまし
た。

社内で最新の機器を購入した際は、インターンシップであってもその最新の機器を実習時に使用するように取り組んでいます。大学で
は見ること・触れることのできない機器を実際に使用できる機会を増やすことで、学生自身にも興味関心を持って実習に参加してもら
えると思いますし、学校の授業との差別化としても鮮度のある実習を行えるようにしています。

業界・企業・仕事内容の説明　インターンシップの内容説明　社長の講演　インターンシップ参加目的の明確化　学生1人ひとりに対す
る目標設定　職業適性・自己理解などを深めるワーク　人事や社員による講義・レクチャー

インターンシップ参加にあたり事前のオリエンテーションを2度実施。
【1度目】プログラム開始　2～3週間前
・自己紹介（同じ期間に参加する学生同士の顔合わせを行います。）
・参加日時・集合場所、会社への訪問の仕方など初日の動きを細かく説明。
・持ち物や参加時の交通費・昼食、緊急時の問い合わせ先の確認
〇封書たけでの説明ではなく、直接またはWEBにて事前に確認をすることで学生が参加前に少しでも不安要素がない状態で初日を迎えられるようにしています。
【2度目】就業プログラム開始前日
・インターンシップの全プログラムの説明
　（スケジュールを配布し、実施内容の確認）
・会社説明、各職種の仕事内容の説明。
・自己分析（自己理解についてのワーク）
・建設業の業界研究について社長が講演。
　大手ゼネコンと地域ゼネコンを渡り歩いた当社の社長であるこからこそ話　　　　　　せる両社の違いや特徴などを実体験を含め、お話しています。
・目標設定シートを記入（最終日に振り返りを実施）
・ビジネスマナー
外部講師によるビジネスマナー講習を受講。プログラム参加前に基礎知識やマナーを身に着け、より社会人に近い心構えで参加してもらいます。

グループに対する口頭でのフィードバック　個人に対する口頭でのフィードバック　個人に対する書面（評価シート等）でのフィードバック　個人に対する口頭と書面の両方

10分～20分程度 （2日間以上のプログラムのみ）期間中学生が参加した日は毎回行った

まずフィードバックをするタイミングで意識をしていたことは、リアルタイムで行うということです。終了後にまとめてフィードバッ
クを行うと、どのタイミングでの行動に対する話なのか伝わりづらいためリアルタイムで都度行うことを心がけていました。
また、学生ひとり一人に対して、直した方がいいところなど【ネガティブなフィードバック】をする際は【ポジティブなフィードバッ
ク】を先にすることを意識するようにし、モチベーションが下がらないような伝え方をすることを心掛けていました。

学生自身によるインターンシップ経験の振り返り・学びの言語化　学生全体に対する評価・フィードバック　インターンシップ終了後
の定期的な連絡・フォロー　就職活動に対するアドバイス・レクチャー

非上場

プログラム開始前に立てた目標に対しどのような行動が取れたのか、目標は達成できのたかについて学生自身に終了後の振り返りシー
トを作成してもらっています。シート記入後は個別に面談をし実習に対してのヒヤリング・フィードバックを実施しています。また、
インターンシップ終了後も就職活動に関わるセミナー開催のお知らせや、冬季インターンシップの情報の発信や個別の相談などをLINE
機能を使いメールよりも定期的な連絡・フォローを学生自身へするようにしています。

50～100人未満

建設・設備関連


